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②世代間の交流



秋穂二島「仁光寺地区」

名田島

阿知須

秋 穂

仁光寺

周防大橋

防府方面
宇部方面

セミナーパーク



仁光寺地区の現状

世帯数 66戸

人口 約200人
(30年前 285人の約74％)

秋穂二島の高齢化率
約46%

(65歳以上)



① 転入者や移住者に地域に馴染んで頂くため
に

家族・親戚

班長

子ども会

自治会長

情報の共有

転入

移住など
の情報

住民の口コミ
などでも情報

が伝わる



住民にお知らせるために

直近の多くの会員が集まる機会等で
紹介する場を設定

総会（２月）

環境整備（８月）

ふれあい祭り（９月）

仁光寺クラブ総会（７月）

紹介をキッカケ
に交流の輪が
できる



② 世代間の交流

熊野神社

秋の大祭の前夜
祭として継承され
ている

ふれあい祭り

芝居、映画上映、カラオケ大会、趣味の踊り
や楽器演奏、子ども会や幼稚園児などの出し物
で地域住民が交流し、多くの住民が翌日の大祭
に参加している



・地域で最も多くの住民が参加
・この機会に帰省する方や新しい住人を交え
た多世代間の交流の場

出演者の固定化
カラオケの参加者が集まらない

平成２年の打ち上げの席で・・・
・今までと違ったことをやろうや
・昔やったような芝居をはどうか

・やる気があるなら、わしが脚本を書い
ちゃろう



平成３年（1991）



子供たちや親も
歌や踊りで参加

子供たちを紹介して地域
の見守りにつなげます@ 



「青い山脈」では セーラー服も着ました

リハーサル後 役者とスタッフ

座長



続けるうちに、地域住民が自然と仲良くなり、お互いに
見守り、助け合う気持ちが育まれているように感じます。

人口は２倍くらいになり

地域外からもたくさんの方が ・・・



高齢化と人口減少の中

芝居関係者の高齢化、引き継いでくれる人が
いるのかなどの課題はありますが

・幅広い年代に声をかける

・参加を決して強制しない

・出来る日、出来る時間に出てくる

・自分の得意なことや出来ることで参加する

などを心がけ

地域で守ってきた伝統文化を継承していきた
いと思います



発表の場をご提供いただき
ありがとうございました


